

































































































































3 松浦正昭「寒河江・慈恩寺の法華彫像（上）」（『仏教美術』132 特集法華経の美術）1980 年。 
4 東京国立博物館により CT スキャン調査が行なわれた。調査対象は釈迦如来坐像・普賢菩薩像・文殊菩薩像のみ、獣
座及び眷属は含まれていない。 
5 発見された当時、文化庁調査指導官であった鷲塚泰光氏は、慈恩寺諸像は一具ではない可能性を提示した。「慈恩寺概
史」『山形県文化財調査報告書第 24 集 本山慈恩寺の仏像』山形県教育委員会、1983 年。 




第 1 章 本山慈恩寺釈迦如来坐像及び諸尊像について 
1．はじめに 
 本章では、本山慈恩寺釈迦如来坐像及諸尊像についての研究史及び基本情報をまとめる。また、そのう





図 1 本山慈恩寺 釈迦如来坐像 12 世紀後半 




図 3 本山慈恩寺 普賢菩薩騎象像  
12 世紀後半 
 












次の 3 説がある。 
・久安年間（1145～1151）の初めごろとする説7。 
・大規模な再興が行なわれた仁平元年（1151）とする説8。 


















6 両書は多少の相違はあるが、内容はほぼ同じもので、いずれも永正 5 年（1508）の古縁起の抜書（現在は残っていな
い）をもとにして、江戸時代、享保 10～12 年（1725～27）に編纂されたものである。  
7 麻木脩平「慈恩寺平安仏の制作年代について」『東北地方彫刻の基礎的調査研究』東北大学、1988 年。 
8 「慈恩寺の仏像―藤原・鎌倉時代を中心として」『山形県文化財調査報告書第 24 集 本山慈恩寺の仏像』山形県教育
委員会、1983 年 
9 前掲注 8 書に参照。この説は多くの研究者に支持を得ている。 
10 『山形県史資料編 14・慈恩寺史料』1974 年。 































































13 奈良国立博物館では、昭和 54 年度から文部科学省研究費の補助を得て、「光学的方法による仏教美術品の基礎的調査
研究」の一環として本山慈恩寺本堂宮殿の文化財調査研究を行なった。 
14 唐時代永徽 4（653）年に阿地瞿多が『金剛大道場経』から一部を取り出し、12 巻に集成したものである。巻一「金
輪仏頂像法」には、釈迦如来像を中心に騎象普賢像、騎獅文殊像を左右に配することが説かれている。 
15  有賀祥隆『仏画の鑑賞基礎知識』至文堂、1991 年。 
16 小島彩「騎象普賢及び騎獅文殊の図像―中国における成立過程―」（『美術史』137）1995 年。 
17 前掲注 16 論文。 






































られる。山本勉『日本の美術 310 普賢菩薩像』至文堂、1992 年。 
19 前掲注 18 書。 
20 平成 30 年 9 月 22 日慈恩寺活性化センターにて行われた講演会にて、文化財調査官井上大樹氏にご教示頂いた。 
21 前掲注 18 書。 
22 『慈恩寺伽藍記』によると、慈恩寺諸像が安置されていた釈迦堂は 1504 年永正の兵乱を経て焼失された。現在、慈
恩寺釈迦像は阿弥陀堂に安置され、その他の諸像は本堂の厨子内で安置されている。 
図 6 清涼院 法華経厨子 12 世紀 
図 5 横蔵寺 板彫法華曼荼羅  
11 世紀 
図４ 敦煌石窟 第 331 窟主室東壁上部 法華経変 ７世紀後半 
部分（左：騎獅子文殊菩薩・右：騎象普賢菩薩） 





・兵庫県鶴林寺釈迦三尊像（12 世紀前半、図 7）23 
・京都府醍醐寺釈迦三尊像（12 世紀前半、図 8） 
・滋賀県常信寺釈迦三尊像（12 世紀後半、図９） 





図 10 牛伏寺 釈迦三尊像 12 世紀後半 
図 9 常信寺 釈迦三尊像 12 世紀後半 図 8 醍醐寺 釈迦三尊像 12 世紀前半 
図 7 鶴林寺 釈迦三尊像 12 世紀前半 
























27 前掲注 20。 
図 11 ボストン美術館 法華堂根本曼荼羅  
8 世紀 
図 12 本山慈恩寺 釈迦如来像 両手 CT 断面図 
（上は断面位置を示す） 
右手第 2～5 指、左手全指は別材 



















かのバリエーションが認められる。金子啓明『日本の美術 314 文殊菩薩像』至文堂、1992 年。 
29 日本の 12 世紀～13 世紀頃には、四尊像の尊名は善財童子・于闐王・仏陀波利・大聖老人とされる。前掲注 28 書。 
30 中国では文殊五尊像が流行した傾向を確認できない。前掲注 27 書。 
31 時代を遡った彫像の文殊菩薩像は、基本的に上半身は裸形で条帛及び天衣をまとう。12 世紀半ば頃では𧞔襠衣の着衣
表現は中国の図像を受容し、伝統を破る先進的な表現とも言われる。前掲注 27 書。 
32 前掲注 18 書、山本氏より指摘される。 
33 文殊菩薩五尊像最古の遺品と思われる、パリ国立図書館晩唐の敦煌白描文殊五尊像をはじめ、清凉寺釈迦如来像納入
品北宋の文殊菩薩図、クリーブランド美術館前所蔵鎌倉時代の文殊菩薩像、醍醐寺光台院所蔵鎌倉時代の文殊菩薩渡海
図、東京国立博物館所蔵鎌倉時代の文殊五尊像が挙げられる。前掲注 27 書。 
図 13 本山慈恩寺 文殊菩薩騎獅像および眷属像 12 世紀後半 
 






















６）1950 年。菊竹淳一「普賢十羅刹女の諸相」（『仏教芸術』132 特集法華経の美術）1980 年。 
35 前掲注 18 書。 
36 増記隆介「普賢十羅刹女像の成立をめぐる諸問題」（同著『院政期仏画と唐宋絵画』所収）、中央公論美術出版、2015
年。 
37 十羅刹女には、唐装または和装を着る 2 種類の図様が認められる。 
図 14 本山慈恩寺 普賢菩薩騎象像及び十羅刹女像（右端の十羅刹女像は山形県慈光明院所蔵） 
12 世紀後半 





























39 奈良国立博物館（日本美術院彫刻等修理記録データベース）https://bijutsuindb.narahaku.go.jp 掲載、2020 年 6 月 10
日。 


































































































































図 18 本山慈恩寺 釈迦如来像 
修理銘札訳文（左：表面・右：裏面） 
図 15 本山慈恩寺 釈迦如来像（美術院による修理前写真） 
図 16 本山慈恩寺 釈迦如来像 
修理銘札 
 
図 17 本山慈恩寺 釈迦如来像 
修理銘札（X 線写真） 










・昭和 63 年（1988）の修理記録内容 
































46 前掲注 44、慈恩寺普賢像の光背として記されているが、構造を照合すると現在の文殊像の光背に相当する。 









蓮華部は蓮肉の上半部及び蓮弁 14 枚、また蓮弁の一部 10 枚、蕊及び反花一部を補足した。蓮弁は






































図 19 本山慈恩寺 文殊菩薩像 
（美術院による修理前４面写真） 
図 20 本山慈恩寺 獅子 
（美術院による修理前写真） 







図 21 本山慈恩寺 普賢菩薩像 
（美術院による修理前４面写真） 
図 22 本山慈恩寺 象 
（美術院による修理前写真） 






平成 26 年から令和元年にかけて計 2 回、当研究室による調査が行なわれた。熟覧・写真撮影、3D 











・第 1 回の調査  計測機 RANGE7 を使用し、レーザー光線の反射光を計測することで、対象物の 3
次元の法量を取得することができる。Innovmetric 社のソフト PolyWorks を用い、
実像の形状を精密に計測した。 
・第 2 回の調査  デジタルカメラを用い、一定の設定で撮影した写真を Agisoft 社 Metashape によ
り、実像の 3 次元モデルデータを作成した。 
以上の 3D 計測によって得られた 3 次元モデルデータは、正確な模刻制作に必要な図面作成が可能と 
なり、コンピュータ上で自由に回転・拡大・縮小などの造形観察することが可能である。 
【X 線透過撮影51】 




6-2．東京国立博物館による CT スキャンニング調査52 
【撮影条件】  
電圧：500［KV］電流：1.4［mA］インテグレーションタイム：500［mS］ 
フレームビニング：プロジェクション数 2070、撮影対象～X 線管球間距離：約 1676［㎜］ 




49 第 1 回の調査対象は慈恩寺普賢像及び文殊菩薩像本体のみで、第 2 回の調査対象は釈迦像・文殊像・普賢像及び十羅
刹女像であった。 
50 3D 計測は、山田修氏により行なわれた。 
51 X 線透過撮影は、本学特任准教授山田修氏により、第 2 回の調査のみ実施された。 
52 本研究に際し、釈迦像・普賢像・文殊像の CT データの使用許可をいただいた。 

















像高 52.1  髪際高 45.4 頂－顎 16.1  面長 10.2  面幅 10.4  耳張 13.1  面奥 13.2   




①頭部と体幹部は別材製、②頭部は左右 2 材製、③体幹部材は正中で厚みが異なる左右 2 材製（左半材
幅 9.7 ㎝奥 14.7 ㎝、右半材幅 10.4 ㎝奥 11.9 ㎝）、④頭部と体幹部は三道の中ほどでマチ材をはさんで接
合、⑤首の付け根は三道の下から割首を施す。⑥体幹部は内刳りを施し、背面にも板状の左右厚みが異な
る 2 材を矧ぐ。 














53  以下、美術院の修理による補足された箇所は「新補」といい、後世に補作された箇所は「後補」という。 
54 削られた造形部位に漆層が残っており、当初の塗膜と考えられる。 
55 3D データに基づく。 





図 23 本山慈恩寺 釈迦如来像 6 面写真 





図 24 本山慈恩寺 釈迦如来像 X 線写真 





図 25 本山慈恩寺 釈迦如来像 構造図解（灰色は矧ぎ面、網掛けは割矧ぎ、青色は美術院新補） 










 光 背：  二重円相光。頭光部中心に八葉蓮華をあらわし、2 条の枠で囲む。外側の圏帯は無文。身 
光部は刳り抜き、内外圏帯共に無文で、それをわける枠線は 2 条となる。その外に連珠文 
帯と列弁文をあらわす。光脚は表裏両面にあらわし五弁とする。 
蓮華座：  蓮華・華盤・丸敷茄子・蕊（後補）・反花の五重からなる。蓮肉円形。蓮弁 36 枚を六方六 
段の魚鱗葺とする。華盤は十二葉形。各葉三頭形及び五頭形。丸敷茄子は宝珠形。反花は 
十二葉形。各葉三頭形。反花は獅子の背の鞍上にあらわす。 





本 体：  像高 37.7 髪際高 30.0 頂－顎 14.7 面長７.0 面幅 6.0 耳張 7.8 面奥 8.2 胸奥 9.5 
腹奥 10.5 袖張 22.6 膝張 24.4 膝高（左）5.2（右）5.5  
光 背：  全高 38.7 頭光幅 14.4 身光幅 21.4 厚 1.2  
蓮華座：  蓮肉高 8.8 蓮肉径 26.1 敷茄子高 4.8 敷茄子径 9.4 華盤厚 4.8 反花厚 5.5   
獅 子：  像高（足下～頭頂）58.9 胸張 23.2 全長（鼻先～尾先）69.4 
 
品質構造 






光 背：  ヒノキ材。漆箔。正中で左右 2 材に矧ぐ。頭光部中心の八葉蓮華の蓮肉は別材で矧ぐ。 
2 本の枘で蓮肉に立てる。 
蓮 華：  ヒノキ材。漆箔。蓮肉以下の各部は象の背の中央に立てられた心棒を各々の中心に貫通し 
固定する。蓮肉は上下 3 材からなる。蓮弁は各 1 材製、釘で打ちつける。華盤は横 1 材製、 
一部葉先は別材。丸敷茄子は縦 1 材製。反花は横 1 材製。 
  
 
56 3D データに基づく。 




獅子座：  ヒノキ材。寄木造。漆箔及び彩色。部分的に布貼りする。 
頭部は別材製。頸から腰部までは前後 5 材を寄せ、各正中で左右に割り矧ぎ、内刳りを









光 背：  周縁部・頭光蓮肉部にあった光条は全て亡失。光脚左端欠失。左枘一部新補。 
蓮華座：  蓮肉上半・心棒・蓮弁 14 枚、10 枚一部・蕊・反花一部、以上は新補。 













図 26 本山慈恩寺 文殊菩薩像 像底 






図 27 本山慈恩寺 文殊菩薩騎獅像 4 面写真 





図 28 本山慈恩寺 文殊菩薩騎獅像 X 線写真 





図 29 本山慈恩寺 文殊菩薩騎獅像 構造図解（灰色は矧ぎ面、網掛けは割矧ぎ、赤色は後補、青色は美術院新補） 










光 背：  二重円相光。頭光部中心に八葉蓮華をあらわし、外側の圏帯は無文。身光部は刳り抜き、 
内外圏帯共に無文。その外に連珠文帯と列弁文をあらわす。光脚は表裏両面にあらわし 5 弁
とする。 
蓮華座：  現状では、蓮華、華盤、丸敷茄子、反花の四重からなる。蓮肉円形。蓮弁 36 枚を六方六 
段葺き魚鱗葺とする。華盤は十二葉形。各葉三頭形及び五頭形。丸敷茄子は宝珠形。反花は 
十二葉形。各葉三頭形。反花は象の背の鞍上にあらわす。 





本 体：  像高 37.7 髪際高 29.7 頂－顎 14.5 面長 7.0 面幅 6.0 耳張 8.0 面奥 8.2 胸奥 9.0  
腹奥 9.4 肘張 17.8 膝張 22.7 膝高（左）54.6（右）4.7 
光 背：  全高 38.7 頭光幅 14.4 身光幅 21.4 厚 1.2   
蓮華座：  蓮肉高 8.3 蓮肉径 25.5 敷茄子高 5.6 敷茄子径 9.6 華盤厚４.0 反花厚 5.5  
象  ：  像最大高 42.4 最大張（障泥）24.6 全長 62.7 
 
品質構造 
本 体：  ヒノキ材。彫眼。漆箔及び彩色。 





光 背：  ヒノキ材。漆箔。頭光身光部は縦に左右 2 材で矧ぎ、八葉蓮華は花弁と蓮肉をそれぞれ別 
材で彫出し、刳り抜かれた頭光中心部にはめ込む。2 本の枘で蓮肉に立てる。 
蓮華座：  ヒノキ材。漆箔。蓮肉以下の各部は象の背の中央に立てられた心棒を各々の中心に貫通し 
固定する。蓮肉は上下 3 材からなる。蓮弁は各 1 材製、釘で打ちつける。華盤は横 1 材製。 
丸敷茄子は縦 1 材製。反花は横 1 材製。 
 
 
57  削られた箇所の表面に黒変した顔料がみられ、当初の仕様と考えられる。 
58 3D データに基づく。 




象  ：  ヒノキ材。寄木造。漆箔及び彩色。部分的に布張りとする。 












蓮華座：  漆箔の剥落が著しい。蓮肉上層の一部・心棒・蓮弁 23 枚・同 1 枚の一部・蕊と反花（共
木）、以上は新補。華盤の一部は欠失。 
光 背：  頭光の蓮肉部、蓮弁の一部、光脚左端欠失。周縁部、頭光蓮肉部にあった光条は全て亡失。
上方圏帯一部は新補。 





 光背の頭光蓮肉部の矧ぎ面に陰刻線が認められる（図 30）。 
  
  
図 30 本山慈恩寺 普賢菩薩像 頭光蓮肉部の矧ぎ面にみられる陰刻線 






図 31 本山慈恩寺 普賢菩薩騎象像 4 面写真 





図 32 本山慈恩寺 普賢菩薩騎象像 X 線写真 






図 33 本山慈恩寺 普賢菩薩騎象像 構造図解（灰色は矧ぎ面、網掛けは割矧ぎ、赤色は後補、青色は美術院新補） 












































図 34 本山慈恩寺 釈迦三尊像 頭部左側面（左：文殊・中央：釈迦・右：普賢） 






図 36 本山慈恩寺 釈迦如来像（左）・普賢菩薩像（右） 
（赤点線内は、頭髪が削られた痕跡） 











は、X 線透過写真と 3D データを用い、より詳細に陰刻線の通る位置を検証し、その役割について考察
していきたい。 
まず、慈恩寺釈迦像の像底には直線の陰刻線が確認できる（図 37）。これを X 線透過撮影で明らかと




図 37 本山慈恩寺 釈迦如来像 像底にみられる陰刻線 
図 38 本山慈恩寺 釈迦如来像 透明度を下げた像底写真を 3D 図面に照合した結果 
（青線は陰刻線、赤線は木取りの位置） 






にみられる 2 本の陰刻線は、そのうちの一本が制作途中で引き直されたものだと思われる。 
垂直方向の陰刻線を 3D 図面上で検証した結果、像底と像心束にある陰刻線は、ほぼ一直線上で繋が




63 3D データ上は、正中から約 1.5 ミリのズレがみられる。制作途中で生じたズレだと考えられる。 
図 39 本山慈恩寺 文殊菩薩像 像心束にみられる陰刻線 
図 40 本山慈恩寺 文殊菩薩像 像底にみられる陰刻線（左：裳先部・左：尻部） 









図 42 本山慈恩寺 文殊菩薩像  
陰刻線を 3D 図面上で反映した位置 
（青実線は中心線、青破線はズレた線） 
図 43 本山慈恩寺 文殊菩薩像 正面 3D 図面上で示した陰刻線の位置関係 
（青線は像底中心にある陰刻線の位置、赤破線は面部正中の位置） 
右は面部拡大図 









































64 水野敬三郎「阿弥陀如来及両脇侍像 長岳寺」（丸尾彰三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成 平安時代 造像銘記
篇』3）中央公論美術出版、1967 年。 
図 45 本山慈恩寺 普賢菩薩像 頭光蓮肉部の矧ぎ面にみられる陰刻線（青線） 
図 44 長岳寺 阿弥陀如来坐像 像底にみられる陰刻線 

















【第 1 章の図版の出典】 
図 1・2・3・13・14 伊東史朗『日本の美術 458 平安時代後期の彫刻 信仰と美の調和』至文堂、2004 年。 
図 4 （『中国壁画全集』敦煌 5 初唐）遼寧美術出版、1989 年。 
図 5・6・8・9・10 山本勉『日本の美術 310 普賢菩薩像』至文堂、1992 年 
図 7 金子啓明『日本の美術 314 文殊菩薩像』至文堂、1992 年 
図 11 有賀祥隆『日本の美術 269 法華経絵』至文堂、1988 年 
図 15・19・21 美術院国宝修理所。 
図 20・22 東京国立博物館。 
図 44 丸尾彰三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成平安時代 造像銘記篇 3』、中央公論美術出版、1967 年。 
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図 46 模刻制作に使用したヒノキ材（一部） 

































図 47 図面を転写した各材（模刻像） 









































図 50 粗彫り（模刻像） 
図 48 角材に陰刻線を付ける（模刻像） 
図 49 陰刻線を基準に合わせた角材（模刻像） 









































図 51 内刳り（模刻像） 
図 52 割首（模刻像） 


































図 53 小造り（模刻像） 










































図 54 本山慈恩寺 釈迦如来像 頭部透過 X 線写真 
（赤破線は首の矧ぎ目を示す） 
図 55 本山慈恩寺 釈迦如来像  
頭部 CT 断面図 
（上図は断面の位置を示す） 











































図 56 首の切断（模刻像） 図 58 木屎漆による塑形(模刻像） 図 57 マチ材と別材の頭部 
（模刻像） 









図 59 北向山不動院 不動明王坐像 
 久寿 2 年（1155）康助作 
図 60 北向山不動院 不動明王坐像 頭部解体写真 
図 61 與田寺 不動明王立像 12 世紀後半 
図 62 與田寺 不動明王立像 頭部解体写真 







































図 64 後頭部のマチ材（慈恩寺文殊模刻像） 図 63 本山慈恩寺 文殊菩薩像 後頭部のマチ材 
（赤線内は後頭部の矧ぎ目） 





































75 CT 断面図によると、後補の両脚部と違い、当初部表面の下地層が白く写っている。 
図 65 本山慈恩寺 普賢菩薩像 腹部の半円形の別材 図 66 腹部の半円形の別材（慈恩寺普賢模刻像） 
 


























76 比較に用いる 3D データは、本体を蓮華座からおろして単独状態で計測したものである。ここでは像の地付け面を水




れる。塩澤寛樹「釈迦如来及び両脇侍像 願興寺」（水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成 鎌倉時代 造像銘記篇』 
6）中央公論美術出版、2008 年。 
図 67 本山慈恩寺 左：文殊菩薩像・右普賢菩薩像 3D データ左側面図 
（赤線は鼻先と腹部の位置関係をあらわす） 
 















図 69 本山慈恩寺 普賢菩薩像 CT 断面図 
（赤線は木取りの位置、黄色矢印は木理の方向を示す） 
図 68 本山慈恩寺 文殊菩薩像 CT 断面図 
（赤線は木取りの位置、黄色矢印は木理の方向を示す） 














   ：角度 
約４° 
約 20° 
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78 3D データによると普賢像尻部の裳先はやや浮いているため、像底は完全なる平面ではない。 



































図 72 本山慈恩寺 文殊菩薩像 頭部 CT 断面図 図 73 本山慈恩寺 普賢菩薩像 頭部 CT 断面図 
図 74 本山慈恩寺 両脇侍像 側面輪郭線 
（緑線鼻先の位置を基準にした現状の姿勢の比較） 
 



































図 76 本山慈恩寺 普賢菩薩像 CT 断面図 
（面部の切り割り） 
図 77 面部の切り割り（慈恩寺普賢模刻像） 

















































































































図 78 本山慈恩寺 文殊菩薩像 両鰭袖部にみられる多数の矧ぎ木 
（左は断面図の位置を示す） 





























図 79 肘の関節部を覆っている左右の腕鰭袖口（慈恩寺文殊模刻像） 
 
 
図 80 本山慈恩寺 文殊菩薩像  
赤矢印は右腕にみられる木屎漆 
図 81 北向山不動院 不動明王坐像 右足指先 










図 82 本山慈恩寺 獅子  
側面透過 X 線写真 
（黄色は右前肢及び左後肢にあるマチ材の
位置を示す） 
図 83 本山慈恩寺 象  














図 84 本山慈恩寺 獅子 側面透過 X 線写真（赤線は木取りの位置、黄色矢印は木理の方向を示す） 
図 85 本山慈恩寺 象 側面透過 X 線写真（赤線は木取りの位置、黄色矢印は木理の方向を示す） 











































図 86 右前肢にはさまれたマチ材（獅子模刻像） 図 87 両後肢にはさまれたマチ材（象模刻像） 




























































に変えるため、意図的に要所の肉付きを補ったものと推測できる（図 91、図 92）。 
  
図 88 本山慈恩寺 獅子 胸部にみられるヘギ及び木屎漆（右の写真は拡大したもの） 
図 89 本山慈恩寺 獅子 首部に矧ぎつけられる小材 
（色の薄い箇所は小材が矧ぎつけられていた箇所） 
図 90 本山慈恩寺 獅子 大腿部にみられる木屎漆 







図 91 ヘギと木屎漆による整形（獅子模刻像） 図 92 小材と木屎漆による形の成形（獅子模刻像） 
図 93 北向山不動院 不動明王坐像 右前膊整形材の解体写真 
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図 94 本山慈恩寺 普賢菩薩像 蓮華座 獣座から外された状態（芯棒は新補） 





慈恩寺文殊像と時代が近い 3 例を挙げ、側面からの姿勢を図版資料で比較した。 
 比較を行う𧞔襠衣を着る文殊菩薩像の作例は下記の通りである。 
・岩手県大長寿院文殊菩薩像（12 世紀後半、以下は大長寿院像と略称、図 95）像高 65.3 ㎝85 
・山形県本山慈恩寺文殊菩薩像（12 世紀後半、以下は慈恩寺像と略称、図 96）像高 37.７㎝ 
・奈良県安倍文殊院文殊菩薩像（建仁 3 年〈1203〉快慶作、以下は安倍文殊院像と略称、図 97）像高 198 ㎝ 86 













   
図 95 大長寿院 
文殊菩薩像 
12 世紀後半 
図 96 本山慈恩寺 
文殊菩薩像 
12 世紀後半 
図 97 安倍文殊院 
文殊菩薩像 
建仁 3 年（1203）快慶作 















86 田邉三郎助・和田圭子「文殊菩薩及び侍者像 安倍文殊院」（水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成 鎌倉時代 
造像銘記篇 』2）中央公論美術出版、2004 年。 
87 新宮寺諸像は慈恩寺諸像を範とした可能性が指摘されている。有賀祥隆『中尊寺を中心とする奥州藤原文化圏の宗教
















・京都府岩船寺普賢菩薩像（11 世紀前半、以下は岩船寺像と略称、図 99）像高 39.5 ㎝88 
・東京都大倉文化財団普賢菩薩像（12 世紀前半、以下は大倉財団像と略称、図 100）像高 55.2 ㎝89 
・山形県本山慈恩寺普賢菩薩像（12 世紀後半、以下は慈恩寺像と略称、図 101）像高 37.７㎝ 












   
図 99 岩船寺 
普賢菩薩像91  
11 世紀前半 
図 100 大倉文化財団 
普賢菩薩像  
12 世紀前半 
図 101 本山慈恩寺 
普賢菩薩像 
12 世紀後半 












88 『大和古寺大観 第 7 巻 (海住山寺・岩船寺・浄瑠璃寺)』岩波書店、 1978 年。 
89 前掲注 81「大倉文化財団普賢菩薩騎象像調査報告」。 



















像高 37.2 ㎝ 普賢像高 36.0 ㎝ 
・山形県本山慈恩寺釈迦三尊像のうち両脇侍像（12 世紀後半、以下は慈恩寺両脇侍像と略称、図 104）
文殊像高 37.7 ㎝ 普賢像高 37.7 ㎝ 
・長野県牛伏寺釈迦三尊像のうち両脇侍像93（12 世紀後半、以下は牛伏寺両脇侍像と略称、図 105）文殊
像高 75.8 ㎝ 普賢像高 77.6 ㎝ 
・京都府醍醐寺釈迦三尊像のうち両脇侍像94（12~13 世紀、以下は醍醐寺両脇侍像と略称、図 106）文殊
像高 30.3 ㎝ 普賢像高 30.5 ㎝ 
・岐阜県願興寺釈迦三尊像のうち両脇侍像95（寛元 2 年〈1244〉覚俊作、以下は願興寺両脇侍像と略称、
図 107）文殊像高 43.9 ㎝ 普賢像高 45.5 ㎝ 
・長野県法華寺釈迦三尊像のうち両脇侍像96（永仁 2 年〈1294〉周防法橋作、以下は法華寺両脇侍像と略
称、図 108）文殊像高 49.1 ㎝ 普賢像高 51.５㎝ 
  
 
92 総本山醍醐寺監修、副島弘道編『醍醐寺の仏像 第 1 巻』勉誠出版、2018 年。 
93 長野県立歴史館編『東の牛伏寺西の若澤寺－古代に創建された松本平の二つの寺院－』長野県立歴史館、2010 年。 
94 両脇侍のうち、肉身が金泥塗りの像は象に乗り、獅子に乗る像は白色である。画像での文殊・普賢の塗り分けを照ら
せれば金色は文殊、白色は普賢であるが、本論においては、便宜上で現状のままを引用する。前掲注 92 書。 
95 塩澤寛樹「釈迦如来及び両脇侍像 願興寺」（水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成』鎌倉時代 造像銘記篇 6）
中央公論美術出版、2008 年。 
96 根立研介「釈迦如来及び両脇侍像（焼失像）法華寺」（水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎資料集成』鎌倉時代 造像銘
記篇 15）、中央公論美術出版、2019 年。 




    
図 103 醍醐寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 
12 世紀前半 姿勢の差異：なし 
図 104 本山慈恩寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 
12 世紀後半 姿勢の差異：あり 
    
図 105 牛伏寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 
12 世紀後半 姿勢の差異：あり 
図 106 醍醐寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 
12~13 世紀姿勢の差異：なし 
    
図 107  願興寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 
寛元 2 年（1244）覚俊作 姿勢の差異：あり 
図 108 法華寺 左：文殊菩薩像・右：普賢菩薩像 














































100 水野敬三郎「仏師康助資料」（『美術研究』206）東京国立文化財研究所、1959 年。 
101 現代語訳は東京藝術大学杉原諒氏に協力を得た。 
図 109 三千院 阿弥陀三尊像 久安 4 年（1148） 



































   
図 110 向源寺 獅子 
８世紀末～10 世紀初 
図 111 禅定寺 獅子 
10 世紀末 






・京都府醍醐寺釈迦三尊像のうち文殊菩薩像の獣座獅子（12 世紀前半、以下は醍醐寺獅子と略称、図 113） 
・滋賀県常信寺釈迦三尊像のうち文殊菩薩像の獣座獅子（12 世紀後半、以下は常信寺獅子と略称、図 114） 
・山形県本山慈恩寺釈迦三尊像のうち文殊菩薩像の獣座獅子（12 世紀後半、以下は慈恩寺獅子と略称、図 115） 
・京都府醍醐寺釈迦三尊像のうち文殊菩薩像の獣座獅子（12~13 世紀、以下は醍醐寺獅子と略称、図 116） 
・宮城県新宮寺騎獅文殊菩薩像の獣座獅子（12~13 世紀、以下は新宮寺獅子と略称、図 117） 

















図 113 醍醐寺 獅子104 
12 世紀前半 












図 115 本山慈恩寺 獅子106 
12 世紀後半 












図 117 新宮寺 獅子 
12～13 世紀 
































108 伊東史朗（『日本の美術』279 狛犬）至文堂、1989 年。 
109 「附 1．修理の実際－常信寺釈迦三尊像」(『美術院紀要』5)公益財団法人国宝修理所美術院、1980 年。 
図 119 常信寺 獅子 美術院修理解体写真 
（右前肢に相欠きの構造がみられる） 






み出し、歩行する姿をあらわしている。次に 10 世紀末の制作と思われる京都府禅定寺象110（図 121）は、
前方に突き出す長い鼻の表現が珍しく、まるで笑っているような表情で観念的な造像表現を示している。
続いて、11 世紀の制作と思われる東大寺三昧堂普賢菩薩像の獸座象（図 122）は、頭部を大きく膨らま














図 120 向源寺 象 
８世紀末～10 世紀初 
図 121 禅定寺 象 
10 世紀末 
図 122 東大寺三昧堂 象 
11 世紀 
 
続いて、慈恩寺象との比較を行う 12 世紀以後の作例は下記の通りである。 
 
・京都府醍醐寺寺釈迦三尊像のうち普賢菩薩像の獣座象（12 世紀前半、以下醍醐寺象と略称、図 123） 
・東京都大倉文化財団騎象普賢菩薩像の獣座象（12 世紀前半、以下大倉集古館象と略称、図 124） 
・滋賀県常信寺釈迦三尊像のうち普賢菩薩像の獣座象（12 世紀後半、以下常信寺象と略称図 125） 
・山形県本山慈恩寺釈迦三尊像のうち普賢菩薩像の獣座象（12 世紀後半、以下は慈恩寺象と略称、図 126）  
・京都府妙法院騎象普賢菩薩像の獣座象（12 世紀後半、以下妙法院象と略称、図 127） 

















図 123 醍醐寺 象111 
12 世紀前半 












図 125 常信寺 象112 
12 世紀後半 












図 127 妙法院 象 
12 世紀後半 



































115 天台宗を確立した円仁（794~864）が、承和 5 年から 14 年かけて（838~847）に唐から請来した多くの経論章疏に
含まれた白描図である。 
116 日本における平安時代に流行した合掌する普賢菩薩の図像的典拠とみられている。松浦正昭「菩薩造像の発生と展
開」『特別展 菩薩』、奈良国立博物館、1987 年。 
図 129 大本山善導寺 紺紙金字観普賢経 
承安 2 年（1172） 一部 
 















図 97 田邉三郎助・和田圭子「文殊菩薩及び侍者像 安倍文殊院」（水野敬三郎他編『日本彫刻史基礎
資料集成』鎌倉時代 造像銘記篇 2）中央公論美術出版、2004 年。 
図 98・図 117 有賀祥隆『中尊寺を中心とする奥州藤原文化圏の宗教彫像に関する研究調査』（平成十
二・十三・十四年度科学研究費補助金〔基盤研究 A1〕研究成果報告書）2003 年。 
図 99 『大和古寺大観 第 7 巻 (海住山寺・岩船寺・浄瑠璃寺)』岩波書店、 1978 年。 
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